
公 民 館 だ よ り 平成 25 年１月 25 日（1）第 120 号

マチづくりは　人づくり

平成25年高野町成人式

　

去
る
、
1
月
13
日（
日
）中
央
公
民
館
に
お

い
て
平
成
25
年
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
新
成
人
は
31
名
（
男
子
15
名
、
女

子
16
名
）
で
、
成
人
式
に
は
14
名
（
男
子
7

名
女
子
7
名
）
の
新
成
人
が
出
席
し
、
人
生

の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
も
新
成
人
自
ら
が
企

画
・
運
営
を
行
う
実
行
委
員
会
形
式
で
行

わ
れ
、
式
典
の
進
行
役
と
し
て
実
行
委
員

の
堀
畑
依
里
さ
ん
、
西
辻
彩
乃
さ
ん
が
司

会
を
務
め
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
で
は
、
ひ
と
り
一
人
が
将
来

の
夢
、
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
ふ

る
さ
と
高
野
町
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
会
場
に
来
て
い
た
御
家
族
の
方

も
成
長
し
た
子
ど
も
の
姿
に
頼
も
し
く
感

じ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
目
黒
照
典
さ

ん
が
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々
や

地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
よ
り
よ
い

社
会
を
築
く
た
め
一
人
一
人
が
与
え
ら
れ

た
役
割
を
出
来
る
範
囲
の
中
で
行
い
、
ま

た
世
界
遺
産
高
野
山
と
い
う
素
晴
ら
し
い

ふ
る
さ
と
の
歴
史
・
自
然
を
大
切
に
し
て

次
世
代
に
伝
え
て
い
く
思
い
と
、
新
た
な

決
意
を
新
成
人
の
誓
い
と
し
て
熱
く
述
べ

て
く
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
に
は
、
恩

師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
見
て
当
時
を

思
い
出
し
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
級
友
達

と
の
再
会
に
終
始
笑
顔
が
絶
え
ず
和
や
か

な
う
ち
に
今
年
の
成
人
式
が
終
了
し
ま
し

た
。成

人
式
出
席
：
男
子
7
名
　
女
子
7
名  

計
14
名

実
行
委
員
：
堀
畑
依
里
・
西
辻
彩
乃
・
目
黒
照
典

司
　
　
　
会
：
堀
畑
依
里
・
西
辻
彩
乃

成
人
の
誓
い
：
目
黒
照
典

高 野 町 中 央 公 民 館
☎ ５ ６ — ２ ０ ７ ６
高 野 町 教 育 委 員 会
☎ ５ ６ — ３ ０ ５ ０

山口　昌敏　　梶部　雄太　　目黒　照典　　林　　悠斗　　中西　洋貴　　秋山　宗之　　負門　直樹

西田亜希穂　　山岸恵利子　　杉原　亜衣　　西辻　彩乃　　竹本　綾奈　　倉本　璃奈　　堀畑　依里

上段

下段

高野山中学校 3年生　　田　中　亮　権
高野山中学校 2年生　　佐　藤　百　花
　　　　〃　　　　　　林　　　沙　耶
　　　　〃　　　　　　堀　田　江　理
高野山中学校 1年生　　門　谷　雅　也
　　　　〃　　　　　　大　森　光　龍
　　　　〃　　　　　　伊　藤　美　空
　　　　〃　　　　　　田　輪　愛紗香
高野山小学校 6年生　　今　西　　　陸
　　　　〃　　　　　　植　木　真　生
　　　　〃　　　　　　佐々木　　　蓮
高野山小学校 5年生　　林　　　主　鷹
　　　　〃　　　　　　大　森　奏　子
　　　　〃　　　　　　西　川　詩　莉

高野町ジュニア駅伝チームメンバー

■
紀
三
井
寺
公
園
補
助
陸
上
競
技
場
～
県
庁
前
ま
で
10
区
間
（
21
・
１
㎞
）

　本年も、和歌山市で開催される「第 12 回和歌山

県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会」に本町の小学

5 年生から中学 3 年生までの 10 名（10 区間）が高

野町の代表として出場します。

　総勢 14 名で、厳しい寒さの中、昨年度の高野町

新記録を少しでも上回れるように一生懸命練習に取

組んでいます。

　高野町の代表として、タスキをつないで走る子ど

もたちに、町民の皆様からのご声援をよろしくお願

いします。

２月17日（日）午前11時スタート!!
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　ぼくのやりたい目標は、三
つあります。まず一つ目は漢

字

検定五級に合格することです
。なぜなら、今まで漢字検定

を

受けてきて、勉強した事が役
に立って楽しいと感じられた

か

らです。それにぼくは国語の
授業が好きで、その中でも漢

字

の勉強が一番好きだからです
。

　二つ目の目標は、習字八段
です。ぼくは、三年ぐらい前

か

ら習字を習いだしました。だ
けどまだ字がうまく書けなく

、

段もそれほど持っていないか
らです。その八段をとるには

いっぱい練習する必要があ

ります。なので、その八段に
なるために、練習をいっぱい

しようと思います。

　三つ目の目標は、野球でレ
ギュラーを取ることです。な

ぜなら、ぼくはまだ野球が

うまくなくて、試合にもあま
り出る事がないからです。

　この三つの目標をかなえる
ためにがんばりたいです。

今年の目標
高野山小５年　中島　央翔

　ぼくには、一つの夢がありま
す。それは、プロ野球選手です

。

ぼくが、なぜプロ野球選手に
なろうと思ったかというと、

五

年生の秋ごろです。友達にさ
そわれて、以前あった野球ク

ラ

ブをみんなで復活させました
。そして部員を集めて、本格

的

な活動が開始されました。六
年生はぼくを入れて、三人で

し

た。毎週三回の練習を行い、試
合が出来るまでになりました

。

勝った数は少なかったのです
が、野球の楽しさというもの

を

知る事が出来ました。ぼく達
六年生は十一月十一日の最後

の試合を終えて、引退しま

したが、中学校や高校でも、
野球を続けていきたいです。

　そして、プロ野球選手にな
って、あの有名な「イチロー

」を超えて「ジロー」と名

をとどろかせたいです。自分
の将来が楽しみです。

　一球入魂・チームワーク・
先手必勝・闘争心を大切に。

夢
高野山小６年　植木　真生

　わたしは、走ることが得意
ではありません。なので、走

る

ことを得意にしたいと思いま
した。

　まず、走ることを得意にす
るなら、練習が必要だと思い

ま

す。でもわたしは、「やっても
無理だろうな。」と考えてしま

うのがいけないと思いました
。物事は、自分から積極的に

取

り組むことが大事だと思いま
す。今まであきらめてきたこ

と

も積極的に取り組めば、きっ
とできるはずだと思います。

　今までマラソンは、最後の
方でした。だから、練習をし

て、いい順位になれたらい

いなと思いました。これから
も、走ることを目標にがんば

りたいと思います。

わたしの目標
高野山小 5年　中島　未夢

　ぼくは、休み時間に一輪車をしています。

　ぼくは、トラックを 10周も回れるし坂ものぼれます。い

つも体育館の横の坂をのぼっています。一輪車に乗って走る

と風をうけてとても気持ちいいです。だから、ぼくは一輪車

が好きです。6年になっても一輪車をしたいです。

　それから、ぼくは図工が好きです。特に物を作る工作が好

きです。今までに、図工の時間にパチンコのような遊び道具を作りました。くぎを打

つのがとても楽しかったです。また楽しい工作ができるといいなと思います。

　今年もいろいろなことにがんばりたいです。

今年の目標
高野山小 5年　上岡　真比瑠

　巳年の目標は、中学校のクラブ、バレーをがんばって先輩
達の足を引っ張らないようについていく事です。私は、昔か
ら球技が苦手なのでついていけるか分からないけれどバレー
に挑戦したいです。バレー部には、私の姉や、姉の同級生が
いるので、接しやすいと思いますが、もうすぐ入ると思うと
すごくドキドキです。私達のクラスは人数が少ないので、ク
ラブに入る人数も少ないです。私達が入った年の三年生が夏の大会で引退したら人数がけっこう減ってしまいます。なので、私もがんばってクラブは楽しいと思ってもらえるよう三年間がんばりたいと思います。

今年の目標
高野山小６年　津田　晏奈

　ぼくは今年、少年野球と勉強をがんばろうと思います。　少年野球では、最高学年としてチームを引っ張らないといけないので、練習に行ける日なら、必ず行きたいです。ぼくの守備位置はピッチャーで、打順は４番を打っています。「エースとしてチームを引っ張れ。」
と、かんとくに言われたので、がんばって練習していきたいです。

　勉強は、算数が苦手なので算数をがんばります。そして、野球や勉強を通して多くの人々と関わりあえたらいいなと思います。

今年の目標

高野山小 5年　小西　利樹

　ぼくの今年の目標は、野球を
一生けん命がんばることです

。

去年の 11月に、ぼくは少年野
球のキャプテンになりました

。

　キャプテンに選ばれた時、
ぼくにできるかどうか、すご

く

不安でした。でも、部員のみ
んなに協力してもらって、が

ん

ばろうと思いました。

　春の新人戦で、まずは 1勝
して、熱心に教えてくれる、

か

んとくとコーチに喜んでもら
いたいです。そのためには、

ま

ず練習を一生けん命して、苦
手なバッティングをこくふく

したいです。

　キャプテンとしての 1年間
を、くいのないような 1年に

したいです。

今年の目標
高野山小 5年　門谷　樹

　今年は、わたしが生まれて干支の 1周目です。今は 11才
なので、6年生で 12 才をむかえます。今年は最高学年の 6
年生なので、最高学年になったら、ある目標を作りたいと思
います。
　まず 1つは、言葉づかいに気をつけることです。私はいつ
も、言葉に気をつけなさいと言われているので、まずそれを
なおせるようにしたいです。

　第2の目標は、「高学年らしく」です。今年は高学年らしく、どうどうと、責任感を持ち、
頼られるような存在でいたいです。
　そして、第 3の目標は、やさしい心を持つことです。小さい子や高れい者の人、同
級生をはじめに、気づかいの心をもって接したいなと思っています。特に小さい子に
はやさしくしたいと思います。理由は、もし 1～ 2年生にやさしくしたら、その子が
6年生になったとき、そのときの 1～ 2年にやさしくするようになると思うからです。
　小学校を卒業するまでには、この 3つの目標をがんばりたいと思います。

最高学年になったら
高野山小 5年　西川　詩莉
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　ばくは、体を動かすのが好
きです。だから、家で、九度

山

世界遺産マラソンや橋本マラ
ソンや万葉の里マラソンなど

に

行っています。今年は、一位
を目指してがんばろうと思っ

て

います。

　高野山少年野球クラブにも
入っています。6年生が卒部

し

てぼく達が最高学年になった
ので、みんなとがんばってい

き

ます。

　あと、勉強をがんばりたい
と思います。国語と理科と社

会と図工と音楽と作文が苦

手です。特に国語と社会が苦
手なので、この 2つの教科を

がんばりたいです。

巳年生まれのぼく
高野山小 5年　林　主鷹

　新年は、楽しく元気な年にしたいと思います。そうするた

めには、みんなと仲良く遊んだりすごす事が大切だと思いま

す。私は、家族や友達とたくさん話をして、ずっと仲良くす

ごせる年にしていきたいです。

　私は、ピアノをひくのが好きです。ピアノをうまくひける

ように、たくさん練習をして聞いてもらった人に、拍手がも

らえるようになりたいです。私がいままでピアノをやってい

た中で一番大変だったのが六ページのアンプ（暗譜）です。何度も同じ所をまちがえ

ていたので私は毎日部分練習をしました。すると、通してみた時に、今までまちがえ

ていた所がまちがえなくなりました。

　その後、先生に聞いてもらったとき、ドキドキしたけれど、まちがえずにひけました。

先生に「よくアンプしたなぁ。」とほめてもらってとてもうれしかったです。

　勉強もピアノもがんばる年にしていきたいです。

これからの目標
富貴小５年　中山　華菜

　家族や友達みんなが笑顔ですごせる年にしたいと思います。
　ぼくは、歴史に興味があります。武将をもっとたくさん知りたいです。『戦国バサラ』と言うゲームで武将を知りました。ぼくが知っている武将は、伊達正宗や真田幸村などです。これからは、戦国時代や江戸時代などの歴史に関する本を探して読みたいです。
　また、今年は、最上級生になるので、中学年にいろいろなことを教えてあげたり、いっしょに遊んだりして、楽しい思い出をいっぱい作っていきたいです。

　将来は、大工さんになりたいと思います。ぼくは、道具を使って物を作ることが好きだからです。みんなが住みたくなるような家を建てたいです。そのために、今まで以上に勉強をしっかりしたいと思います。

楽しみだな六年生
富貴小 5年　上岡　直也

　今年は、巳年です。ぼくの家族は、お父さん、お母さん、
ぼくの三人が、巳年です。
　ぼくが生まれてから、今年の巳年が来るまで、いろんな事
がありました。うれしい事や楽しい事もありましたが、つら
い時は、巳年パワーで乗りこえてきました。だから、今年は
なにかいい事がありそうな気がします。
　最高学年の六年生になるので、できるかぎり、勉強とスポー

ツをがんばりたいです。それと、みんなが元気で、仲良く過ごせるような一年になっ
てほしいです。
　次の巳年が来るときは、もう大人です。どうなっているか、楽しみです。

巳　年
高野山小 5年　福井　弘輝

　とうとう生まれた年と同じ巳年がやってきました。いつも
の新年よりも特別な気がします。
　今年は、小学校の最高学年です。6年生になる事は、少し
大人になれたということです。6年生は他の学年を支え、引っ
張っていかないといけません。僕が 1年生の時、6年生はス
ポーツができ、わからない事は正確にわかりやすく教えてく
れました。だから僕も今までの 6年生のように、1年生から

心優しく頼もしく見える 6年生になれたらなぁと思います。
　僕の将来の夢は、虫博士です。自然豊かな高野山で僕がそんけいしている虫は、ど
こにでもいるアリです。アリは、とてもチームワークのよい虫です。いつも仲間のこ
とを考え、えさだってみんなで分けあいます。危険な虫におそわれそうになったら、
こわいからといってにげず力を合わせて戦います。僕たちもアリのようにみんなで協
力すれば、けんかやいじめのない学校生活が送れると思います。
　そのために、この一年は僕たちが一丸となってみんなを支え、引っ張っていけたら
いいなと思います。

アリのように
高野山小 5年　山口　紘生

　わたしは、将来人の役に立つ
便利な物を作ることが夢です

。

なぜなら、わたしの作った物
で、みんなに喜んでもらえる

こ

とができたらとてもうれしい
からです。わたしは、小さい

時

から工作や絵を画くことが大
好きでした。だからいろんな

ア

イデアを考えて自然破壊を防
ぎ、エコにもつながる物を作

り

たいです。

　例えば、鉛筆は木材を使っ
て作っているので、森林が減

少

します。

　だから、シャープペンシル
みたいな「芯」だけを変えら

れる鉛筆があればいいと思

います。

　さらに、ユニバーサルデザイ
ンにもつながる物が作れたら

とても素敵だと思います。

子どもから大人まで、だれに
でも見てわかり、使ってもら

えるようなアイデア作品を

考えたいです。そのためには
、わたしはこれからいろんな

物に興味をもって生活して

いこうと思います。そして、み
んなを笑顔にする作品作りが

できる人になりたいです。

わたしの夢
花坂小 5年　中尾　真瑶

　ぼくたちは、何回か試合に勝ったことがあります。僕が守っ
ている所は、ピッチャーとセカンドです。B級戦は、ピッ
チャーとファーストとショートとサードを守りました。A級
戦は、勝ったことがあるけど、B級戦は勝ったことがないの
でこれからがんばります。
　ぼくたちは、一人でもいなければ試合に出られないので、
11月 23日の試合で、全員そろわなかったのできけんしまし

た。きけんをしたチームは、負けてしまいます。何もしていないのに負けてしまった
ので残念です。
　今年は、井上コーチの 2番目の男の子が入るので人数が一人ふえます。
　その子は、まだようち園なので、どれだけ成長するか楽しみです。
　最後に、ぼくの目標は、あまり失点をしないことです。おうえんよろしくおねがい
します。

野　球
高野山小 5年　林　大毅

　今年は最高学年の 6年生になります。6年生は、5年生とはちがって行事も多くなり、大変だと思います。でも、その1年を楽しく過ごせるようにしたいと思います。4月から 3月まで、何こがんばらなければいけない行事があるのか分かりませんが、一生けん命、1つずつ確実にこなしていけるようにがんばります。
　行事では、陸上記録会、修学旅行など、今よりも何倍もいそがしいと思います。だけど、小学校生活最後の1年を楽しく過ごしたいです。それに、児童会にも力を注いでいこうと思っています。

　この 1年いろいろなことが待ちうけていると思いますが、私なりに 1つ 1つ、ゆっくり乗りこえていけたらなと思います。

今年は

高野山小５年　中部　恵利
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　銀行を退職して数年後の、65 歳（1994 年）から、当時目黒威徳氏が公民館
陶芸教室講師の頃より受講生として陶芸に携わってきた。
　もともと物を作ることや、絵を描くこと、書道などの芸術に関心が高く、
中でも自身の生涯活動の一つとして陶芸に取り組み、大きな作品を主に手が
け、その数は百数十点にもおよぶ。

　また、温厚な人柄から公民館陶芸教室のまとめ役として和気藹々とした楽しい教室づくりに努め、
初心者への指導も親切丁寧であるとともに、町民文化祭への出展はもと
より公民館大会等への出展も積極的に協力した。
　平成 8 年より文化協会に陶芸部長として入会、理事を経て、平成 12 年
より平成 21 年まで同協会副会長として活躍され、文化協会に貢献すると
ともに高野町社会教育委員兼公民館運営審議委員をはじめ種々の委員を
務められ高野町行政への貢献も多大であった。
　一方、第二次世界大戦（太平洋戦争）末期 1945 年（昭和 20 年）8 月 6
日、自らが中学生時代（15 歳の頃）
に広島で被爆した体験を後生に伝
えるため、高野町内、伊都橋本管
内の中学校や公民館などからの依
頼で平和学習として講演活動を献
身的に行っている。
　現在も、文化協会理事として在
籍。陶芸教室においては、第一線
から身を引いているが、後進の良
き相談役としてその存在は大きい。

　 去 る、11 月 25 日・26
日に 1 泊 2 日の研修会を
実施しました。1 日目は
天候に恵まれ、尾道の浄
土寺と平和記念公園を見
学。
　2 日目は残念ながら雨
でしたが宮島の厳島神社
や大願寺を訪ね、弘法大
師と広島との深い関わり

等を高野山大学名誉教授　山陰加春夫先生に解りやすく説明して
いただき、たくさんの国宝・文化
財にふれました。
　また戦争の悲惨さをあらためて
知り、これからまだまだ戦争の恐

ろしさを後世に伝え
ていかなければと感
じました。
　たいへん有意義な
２日間を過ごしまし
た。

　平成 24 年 11 月 3 日の「文化の日」高野山会館に於いて文化表彰式が挙行され、今年度文化賞
受賞の岡田里明氏に高野町文化協会（徳富義明会長）より賞状並びに記念品が授与されました。

岡
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陶芸部長として文化協会に貢献平成24年度 文化賞 

　
来
ま
せ
知
識
を
掬
（
く
）
ま
ん
君
　 

　

佐
藤
春
夫
作
詞
の
高
野
町
の
歌
に
あ
る
こ

の
一
節
が
私
は
大
好
き
で
す
。
全
国
か
ら「
知

識
」
を
求
め
て
訪
れ
る
方
々
を
お
迎
え
す
る

町
に
相
応
し
い
公
民
館
づ
く
り
が
私
の
夢
で

あ
り
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
公
民
館
の
役
割
を
改
め
て

考
え
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
第
一
に
地
域
に

お
け
る
生
涯
学
習
の
支
援
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
、

自
主
的
な
学
習
活
動
の
支
援
、
学
習
成
果
活

用
の
支
援
、
学
習
情
報
提
供
、
学
習
相
談
な

ど
が
含
ま
れ
、
新
し
い
情
報
通
信
技
術
等
の

活
用
な
ど
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
二
は
、

地
域
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
で
、
公

民
館
は
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
活
動
の
支
援

や
地
域
連
帯
意
識
の
向
上
な
ど
に
寄
与
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。

　

役
割
の
第
一
で
述
べ
た
「
生
涯
学
習
」
と

は
「
一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
で
豊
か
な
生
活

を
営
む
こ
と
や
仕
事
に
役
立
つ
知
識
や
技
術

を
身
に
つ
け
た
り
、
生
き
が
い
の
あ
る
充
実

し
た
人
生
に
す
る
た
め
に
、
自
分
の
意
思
に

基
づ
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
必
要
に
応
じ

て
自
分
に
適
し
た
手
段
や
方
法
を
選
ん
で
、

生
涯
を
通
じ
て
行
う
学
習
活
動
」
の
こ
と
で

す
。 

　

生
涯
学
習
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
学
習
活
動
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

学
習
は
も
と
よ
り
、趣
味
・
教
養
、資
格
取
得
、

企
業
内
研
修
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
、レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、
芸
術
・
文
化
活
動
、
地
域
づ

く
り
活
動
、
国
際
交
流
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
も
生
涯
学
習
に
含
ま
れ
ま
す
。 

　

学
習
の
方
法
に
は
、
学
校
や
公
民
館
、
民

間
教
育
事
業
等
で
行
わ
れ
る
集
合
学
習
形
態

の
も
の
だ
け
で
な
く
、
通
信
教
育
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
図
書
、
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
利
用
し
て
個
人
で
行
う
学
習
も
あ
り

ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
は
分
野
や
程

度
の
違
い
は
あ
る
と
し
て
も
、
だ
れ
で
も
既

に
生
涯
学
習
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
お

分
か
り
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。 

  

し
か
し
、
な
か
な
か
自
分
が
生
涯
学
習
を

実
践
し
て
い
る
と
い
う
実
感
は
な
い
の
が
実

際
で
あ
り
ま
し
て
、「
生
涯
学
習
に
関
す
る

世
論
調
査
」
に
よ
る
と
51
％
の
方
が
「
し
て

い
な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
何
ら
か
の
生
涯
学
習
を
一
年
間

に
「
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
方
々
は

①
自
分
の
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
っ
た
②
自

分
の
健
康
の
維
持
増
進
に
役
立
っ
て
い
る
③

日
常
で
の
生
活
に
生
か
し
て
い
る
な
ど
と
答

え
て
い
ま
す
。「
し
て
い
な
い
」
方
は
折
角

の
機
会
を
逃
し
て
い
る
よ
う
で
誠
に
残
念
で

す
。

　

そ
の
学
習
内
容
は
①
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
②

趣
味
的
な
も
の
（
音
楽
・
美
術
・
華
道
・
書
道
・

舞
踊
な
ど
）
③
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
こ
と
④
教
養
的
な
も
の
（
文
学
・

歴
史
・
科
学
・
語
学
・
社
会
問
題
な
ど
）
⑤

職
業
上
必
要
な
知
識
・
技
能
⑥
家
庭
生
活
に

役
立
つ
技
能
（
料
理
・
編
み
物
な
ど
）
が
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

で
は
ど
こ
で
生
涯
学
習
を
し
て
い
る
か
と

い
う
と
「
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
」
が
第

一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
を
ま
と
め
ま
す
と
、
生
涯
学
習
は
二

人
に
一
人
が
実
践
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
人

生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
学

び
の
場
は
公
民
館
が
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
あ
、
我
が
公
民
館
の
出
番
で
す
。
実
は

高
野
町
中
央
公
民
館
で
は
①
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
②
趣
味
に
関
す
る
教
室
等
を
開
講
し
て
お

り
、
受
講
者
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
（
広
報
こ
う
や
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。
た
だ
し
、
メ
ン
バ
ー
が
固
定
化

し
て
い
る
と
い
う
傾
向
も
あ
り
ま
す
の
で
、

も
っ
と
も
っ
と
受
講
者
が
増
え
サ
ー
ク
ル
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
改
善
、
工
夫
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
実
施
し
た
大
人
の
サ
ン
わ
く

学
「
～
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
in

広
島
～
」
は
大
変
好
評
で
高
倍
率
の
抽
選
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
選
に
漏
れ
た
方
、

ほ
ん
と
う
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
年

も
新
た
な
テ
ー
マ
で
実
施
予
定
で
す
。

　

も
う
一
つ
。
昨
年
は
新
た
な
試
み
と
し
て

「
町
民
教
養
講
座
」
を
６
月
か
ら
毎
月
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
公
民
館
運
営
審
議
委
員

（
社
会
教
育
委
員
）
の
み
な
さ
ん
に
、
自
ら

講
座
を
企
画
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で

す
。

　

ご
自
分
で
講
師
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
委

員
さ
ん
も
あ
れ
ば
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
講
師
を
招
聘
し
て
く
だ
さ
っ
た
委
員
さ

ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
が
注
目
さ
れ
、
田
辺
市
で
開
催
さ
れ
た
和

歌
山
県
社
会
教
育
委
員
研
修
大
会
で
全
市
町

村
を
代
表
し
て
事
例
発
表
と
い
う
栄
誉
に
浴

し
ま
し
た
。
そ
の
場
で
高
野
町
の
委
員
さ
ん

各
位
の
熱
意
と
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
試
み
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
が
絶
賛
さ
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
教
え
合
い
学
び
合
う
」
と
い
う
新
し
い

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
他
の
講
座
共
々
、
一

人
で
も
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
で
人
生
を
豊
か
に

中
央
公
民
館
長　

中
島　

紀
生

中央公民館主催 大人のサンわく学

～弘法大師ゆかりの地を
訪ねてin広島～


